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 中国甘粛省敦煌市の郊外に位置する莫高窟は、1000年以上にわたり石窟の造営が続
けられた大型の仏教遺跡である。洞窟の内部には、数多くの造像や壁画が残されており、
各時代の仏教信仰の様相を現在に伝える。莫高窟に現存する中で最早期の造営に位置
づけられる第 272窟には、規則的に坐仏を連続させる千仏図（規則性を備える千仏図）
が描かれている。規則性を備える千仏図の描写方法は長い間継承され、北朝から隋にか
けて造営されたほとんどの窟に採り入れられたが、同図案の描写は一見単調であるこ
とから、窟や壁面における主要な題材を補助する付属的・装飾的な図案と捉えられてき
た感があるが、壁面の広い面積が規則性を備える千仏図で占められる窟も多く、この図
案が石窟空間を創出する上で不可欠な図案であったことが窺われる。そこで本研究で
は、「規則性を備える千仏図が示す視覚的特徴は、石窟の空間において重要な役割を担
う」という仮説のもと、１）規則性を備える千仏図の描写方法の解明、２）石窟空間に
おける規則性を備える千仏図の役割の検証、３）規則性を備える千仏図を通した莫高窟
の解釈、の三点を論点として論を進めた。 
 序章では、莫高窟の概要を記した上で、千仏の思想的背景、千仏が図像化された背景
などをまとめた。また、中国の他地域に確認される千仏図の特徴や、先行研究において
指摘される規則性を備える千仏図の特徴をまとめ、本研究で扱う各論点の問題意識およ
び方法を述べた。 
 第一章では、着衣形式および組み合わせの数より、規則性を備える千仏図の形式を分
類し、また千仏図に使用された彩色の系統を提示した上で、千仏図がどのような配色で
描かれているか、また同図案がどのような視覚的特徴を有するかを分析した。その結果、
各形式ともに、基本的な描写方法は類似しており、同じ配色を持つ坐仏を斜めに連続さ
せる視覚的特徴（斜行方向）と隣り合う図像同士の配色による視覚的特徴（頭光・身光
の配色）を有することを明らかにした。 
 第二章では、坐仏の一体一体に過去仏あるいは未来仏の名が残される第 254 窟を取
り上げ、窟内において千仏図の視覚的特徴の用いられ方を検証した。その結果、第 254
窟では、切妻天井下部の前部空間と、柱の周囲の後部空間で規則性を備える千仏図は斜
行方向の設計が異なり、前部空間では南北対称の構図、窟後部では一方向の構図で描か
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れていることが確かめられ、礼拝空間を装飾したり、窟内における動きに対応した設計
であることが理解された。また、規則性を備える千仏図の頭光・身光の配色と、傍題に
記された過去仏・未来仏の名の関係性より、頭光・身光の配色によって時制を示すこと
が意図されていたことが理解された。 
 第三章では、北涼から北魏の造営に位置づけられる窟を北朝前期に位置づけ、造営年
代の違いより第Ⅰ期、第Ⅱ期、第Ⅲ期に分期した。そして、造営時期ごとに、規則性を
備える千仏図の設計を中心に、窟形や造像、その他の図案の配置など、各窟の空間がど
のように構成されているかを確認した。その結果、北朝前期の初期より、規則性を備え
る千仏図の二つ視覚表現が使い分けられていること、各窟により規則性を備える千仏図
の設計の類似性や差異が認められる事が明らかとなった。特に、北朝前期第Ⅱ期と第Ⅲ
期では同図案の設計が大きく異なり、空間の捉え方に変化が生じたことが確認された。 
 第四章では、西魏の造営に位置付けられる窟を対象として、規則性を備える千仏図の
描写設計や、同図案とその他の図案との関係性を通して、各窟の空間が備える特徴およ
び規則性を備える千仏図の役割を考察した。その結果、方形窟の第 249窟の規則性を備
える千仏図には、天井に描かれた図案との関係性が認められ、斜行方向によって上昇性
を示していることが理解された。また、中心柱窟の第 248窟の同図の斜行方向によって
下降性を示していると捉えられ、西魏窟の規則性を備える千仏図には、地上界と天上界
を繋ぐ役割が付与されていることが理解された。 
 第五章では、北周の造営に位置づけられる窟を対象に、規則性を備える千仏図に加え、
場面展開のある説話図（画巻式説話図）、飛翔する伎楽天図（伎楽飛天図）、進行する供
養者図（供養者列図）の各図案が示す方向性に着目し、石窟空間の特徴を考察した。そ
の結果、中心柱窟の第 290窟では、方向性を示す図案によって、窟全体を集合的に捉え
た空間が創出されているに対し、大型中心柱窟の第 428窟では、図案の示す方向性に壁
面を跨がせる意図は希薄であり、大人数が同時に礼拝をおこなうことのできる空間が構
成されていることが理解された。また、北周の方形窟は、方向性を示す図案を多用した
動的な空間が創出されていること、また、規則性を備える千仏図が天井面にも配置され
るようになり、同図案が天上界にも存在する図案として捉えられはじめたことが理解さ
れた。 
 第六章では、隋の造営に位置付けられる窟を三期に分期し、方向性を示す図案を中心
に空間の特徴を考察した。その結果、隋第Ⅰ期、第Ⅱ期では、北周窟と同様に方向性を
示す図案が多用されており、動的な空間が創出されていることが確認された。また、隋
第Ⅱ期の中心柱窟の第 292、427窟では、天井や中心柱の広い面積に規則性を備える千
仏図が描かれており、窟全体を千仏が充満するような空間が創出されており、方形窟に
おいても、伏斗形天井四披全面に同図を配置する窟が登場し、窟空間における千仏図の
役割が最盛期を迎えたことが理解される。また、方形窟の第 420窟では、規則的を備え
る千仏図の視覚的な特徴を応用して、精緻な対称性を示す新たな描写が採り入れられて
おり、描写方法においても新たな展開が見られた。一方、隋第Ⅲ期では、規則性を備え
る千仏図を天井部にのみ配置する窟が登場する他、設計に一貫性や整合性に欠く同図案
が描かれるようになり、石窟空間において同図案が示す視覚表現の重要性が失われてい
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く傾向が確認された。隋第Ⅲ期では、図案による方向性を示す意図が失われはじめてお
り、動きのある動的な空間よりも、礼拝の対象と対する静的な空間が求められるように
なったことが示唆された。 
 そして、終章では、本研究で提示した三つの論点について、各章で得られた成果をま
とめる形で整理し、各論点の結論を示した。そして、規則性を備える千仏図の変遷の大
きな流れを、受容期、発展期、変容期、停滞期、再興期、衰退期の六期に分期し、莫高
窟の石窟造営の展開について解釈を示した。 
